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～礼儀・努力・健康～

他県では、学校内や部活動におけるクラスターの発生が報告されています。また、山口県内でも、毎日陽性感染者の報告がされているため、本校では、引き続き
「接触感染」、「飛沫感染」、「空気感染」を防ぐための対策を行っています。各教室では、エアコンをフル稼働しながら、換気と寒さをコントロールしています。

対角に風が流れるよう、

外側の扉と、廊下側の扉を
開けています。サーキュレー
ターも常時回しています。

生徒の足下が冷
えるため、風よけ
を作成しました。

廊下の窓、教室の上の窓は開けています ←朝7時
（北校舎）

←移動教室から
戻ってきたら

←エアコン稼働中

→１・２月にさらに寒くなる可能性がありますので、現在、生活安全委員会が中心と
なって、教室における防寒対策のルール作りを行っています。

教室は17℃より高くな
ると、あまり寒さが気に
ならなくなります。

マスクを返却しました

７月に国から届いた「マスク」
を、予備として学校で一括保
管していましたが、市場でマスク
の供給が十分に行わ
れるようになったため、お
子様を通じて昨日、返
却させていただきました。

教室

浅江中では、新型コロナウイルス感染症の蔓延を防ぐための対策を継続しています

後ろの扉

黒板左

浅江中の生徒がコロナ禍の中で培ってきた

体育祭 文化祭・合唱 授業・学習 １年生 ２年生 ３年生 地域との連携 マラソン大会

（不安） △密対策 △密対策 △密対策 ×宿泊学習 ×職場体験 ×修学旅行 △密対策 △単独開催

気付き

プログラム創作 リモート開催 ICT・深い学び
5Gプロジェクト
小中連携

防災学習
市長と語ろう会

夢MILE PJ
守破離の門 つながる工夫 新たな挑戦

考え

行動する

体育祭（勇翔祭）のDVDを生徒全員に手渡しました。今年の体育祭を観覧できな
かった保護者の皆さま、ぜひ、子どもたちが精一杯力を出している姿をご覧ください。

【PTA総務部・広報部：編集・作成】

力は、まさに、これからの社会を創る力

20～30年後の未来を予測すると、今の子どもたちに身に付けておきたい力は、「答えのない課題に、最善解を導き出すことができる力」だと言われています。
今年５月に学校が再開して以降、感染症対策の影響で、学校行事や地域行事の中止や縮小が相次ぎ、誰もが先の見えない不安な日々を過ごしていました。し
かし、半年間の本校の取組を振り返ってみると、子どもたちは例年以上に「気付き・考え・行動する」貴重な体験を積んできています。1月以降もタブレット端末の導入
やコロナ禍の中での受験など、無数の「初めて」が待っています。今こそ、学校・家庭・地域が一体となり、子どもたちの「気付き・考え・行動する」を支えていくときです。

↑

開
放↑

↓

開
放↓



おめでとうございます！
◆女子バスケットボール部◆
山口県U-14選抜新人大会

バスケットボールの部

第３位
■令和3年度 愛鳥週間用ポスター原画コンクール

入選 山本 真奈美（３年）

山口県中学校駅伝大会男子の部（11/22）

第1位

◆吹奏楽部◆
令和2年度山口県吹奏楽連盟光・柳井地区ソロ・アンサンブルコンテスト
管打七重奏 金賞（最優秀賞） 管打八重奏 金賞

☆4区 区間賞 徳浪 春輝（3年）

※駅伝大会の結果は、20日発行の「浅江コミセ
ンだより」にも掲載されています ☆優秀選手賞 吉岡 茉優（２年）

公益財団法人 日本鳥類保護連盟→
（受賞作品画像一覧.PDF P8/9）

■令和2年度税に関する習字

光税務署長賞 寺田 悠真（3年）

光税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞 中野 遥菜（2年）

光税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞 松尾 静月（1年）

中国税理士会光支部長賞 宮本 奏 （3年）

光地区青色申告会連合会長賞 森川 ひかり（2年）

※習字の入賞作品は、20日発行の「浅江コミセンだより」に掲載されています

粉川 弥生（2年）

藤田 桜子（2年）

原田 爽花（2年）

山下 和奏（2年）

大久保 華（2年）

豊原 瑞喜（2年）

山本 真奈美（3年）

原田 侑希（3年）

上田 ラナ（3年）

■令和2年度光市読書感想文コンクール（入選）

竹本 翔（3年）

田中 光己（3年）

松本 瑛良（3年）

福島 鈴夏（3年）

中村 真菜（3年）

宮本 奏 （3年）

木村 成壱（3年）

松本 野依（3年）

飯田 唯 （3年）江本 こころ（1年） 山根 優依（1年）

■令和2年度光市中学校科学作品審査会（佳作）

森田 花 （2年） 大賞（詩）

山口 翔輝（3年） 大賞（作文）

仁藤 陸 （3年） 大賞（俳句）

弘津 大和（3年） 審査員特別賞（川柳）

福島 鈴夏（3年） 審査員特別賞（作文）

江良 蒼依（3年） 審査員特別賞（絵手紙）

寳迫 栞南（3年） コミュニティセンター館長賞（短歌）

北川 真規（2年） 連合自治会長賞（川柳）

松浦 壱昊（3年） 地区者協会長賞（短歌）

■第10回ニジガハマギク創作賞
11月25日発行の
「浅江コミセンだより」
にも掲載されています


